
第３学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２３年６月２２日 第５校時 

場 所 郡上市立高鷲小学校 ３年生教室 

授業者 猪俣 美和 

 

１ 単元名 「わり算」 

２ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究テーマとのかかわり 

 

 

 

 

   ・何倍かを求めるときに除法が用いられることがわかる。 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

～めざす姿とそれに迫る算数的活動の明確化（重点）～ 

【技】・除法が用いられる場面を式で表現することができる。 

   ・除法の場面を立式し、乗法九九を用いて答えを確実に求めることができる。 

【知】・除法の用いられる場面や意味、答えの求め方がわかる。 

   ・０をわったり、１でわったりする場合の除法の意味と計算のしかたがわかる。 

 除法が用いられる場合と意味について理解し、具体的な場面を除法の式に表したり、計算したりすること

ができる。 

【関】・除法の意味や計算のしかたについて、乗法と減法との関連や具体物の操作などからとらえようとする。

【考】・等分除、包含除を既習の乗法や減法をもとに考えることができる。 

   ・商が２位数になる場合の除法の計算のしかたを、数の構成や乗法九九１回適用の除法をもとに考える

ことができる。 

（１）自分の考えをもたせるための算数的活動のあり方 

 本時は「わり算」の第１０時で、２位数÷１位数で各位がわり切れる場合を扱う。これまで乗法九九１回適用

の除法を扱ってきた児童にとっては、初めて出会う問題場面である。 

 これまで学習した等分除の場面では、おはじきを操作したり図や式を用いたりして次のように表した。 

                       １回目 １２－３＝９ 

                       ２回目  ９－３＝６ 

                       ３回目  ６－３＝３ 

                       ４回目  ３－３＝０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                       １人分が１こ  １×３＝３ 

                       １人分が２こ  ２×３＝６ 

                       １人分が３こ  ３×３＝９ 

                       １人分が４こ  ３×４＝１２ 

 

 

 

 

 



 また、前時の何十÷１位数で、十の位がわり切れる場合の等分除は、数え玉や式を用いて次のように表した。 

  

６０は⑩が６個  

 

 

 

 

 準備テストを行った結果、乗法九九を適用して乗数や被乗数を求めることについては、１８人中１６人が正し

く計算することができた。また、２位数×１位数で部分積に繰り上がりのない計算をする場面で、数え玉を用い

て解く問題では１６人中１１人が、フォーク図を用いて解く問題では１６人中１５人が正しく答えを求めること

ができた。これらのことから、乗法九九はほぼ定着しており、位ごとに分けて計算することもある程度できるよ

うになっていると考えられる。一方、数え玉の問題の誤答からは、２位数を⑩のいくつ分と①のいくつ分とする

見方が十分身についていないことが見てとれる。 
そこで、本時の「考えづくりの場」に入るまでに次のような段階をふみ、だれもが１０を単位としてみる見方

を意識しながら課題を解決できるようにしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・朝学習の時間を利用して、２位数×１位数の場面を用いて、数え玉の操作とフォーク図を使った考え方を

想起させる。⑩と①の数え玉やフォーク図（さくらんぼ図）を使うことで位ごとに分けて考えることができ

たことを確認する。 
・朝学習で、何十÷１位数で十の位がわり切れる場面の、１０を単位としてみる考え方の復習をする。⑩の

数え玉を操作して、１個ずつ囲いの中に入れていき、なくなるまで繰り返す操作手順を確認する。 
・問題提示の場では、２位数×１位数の場面での解き方を想起させる。「数え玉やフォーク図を使えば解けそ

うだ」という見通しをもたせ、課題に取り組めるようにする。 

考えづくりの場では、被除数を位ごとに分ければ各位が乗法九九適用によって解けることに気づかせるために、

まずは数え玉の操作、そしてフォーク図によって考えさせる。操作や図に表す際には、手順をつぶやきながら行

うことを指示する。次のような操作や図、説明ができるとよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

６÷３＝２  ⑩が２個だから２０ 

６０÷３＝２０ 

⑩と①に分けて考える。 

まず６個の⑩を３つに分ける。 

次に３個の①を３つに分ける。 

１つ分は⑩が２個と①が１個なので、 

２１になる。 

 
 
 
 
 

６３を６０と３に分ける。 

６３を位ごとに分けて考えることを操作で表すことは、どの子にもできるようにさせたい。そこで、まずは全

員に数え玉の操作をさせる。しかし、実態から自信がなくて操作ができない児童が出てくることが予想される。

⑩と①の数え玉が操作できない児童（Ｃ児）には、３人に等分しやすいように３人の絵があるプリントを提示し、

数え玉を１列に並べさせる。「６３を３人に同じ数ずつ分けてみよう。」と助言し、一緒に数え玉を操作する。 
数え玉の操作ができた児童（Ｂ児）には、位ごとに分けたことに気づけるように助言する。「最初に何を動か

したかな。次に何を動かしたかな。」と問いかけ、⑩と①を別々に考えたことを確認する。 
また、位ごとに分けたことの確認が早くできた児童には「どんな図に表せそうかな。」と助言し、フォーク図

へと目を向けさせる。 
 

（２）算数的活動によって考えを深めるための、手立てや助言のあり方 
 本時は、計算のしかたを説明する段階で、数え玉の操作もフォーク図も発表させる。その際、数え玉の操作も式

化し、どちらの考え方も位ごとに分けていることに気づかせたい。また、２位数×１位数の掲示を利用し、乗法で

も同様の考え方を用いていることもおさえたい。 

６０÷３＝２０（前時から） 
６３÷３             ２１             ３÷３＝ １ 

６０÷３＝２０ 

３÷３＝ １ ２０＋１＝２１ 
だから６３÷３＝２１ 

６０  ３ 



４ 単元指導計画 
過程におけるＡ：「数学的な考え方」を育てる学習過程 

      Ｂ：「数量や図形についての技能」を身につけさせる学習過程
 

 
 時 ねらい 既習内容 過程 学習活動 評価規準 朝活・家庭学習

１ 等分除の具体的
な場面で、操作や
図に表す活動を通
して、同じ数ずつ
分ける分け方に気
づき、除法の式で
表せることを理解
する。 

・「１つ分」「い
くつ分」「全部」
の意味。 

Ａ

問：いちごが１２こあります。３人で同じ
数ずつ分けると、１人分は何こになるでし
ょう。 
 
 
１ おはじきを操作して、同じ数ずつ分け
る方法を考える。 

２ 同じ数ずつ分ける方法を理解し、除法
の式の表し方を知る。 

３ P６７のりんご問題を解く。 

等分したとき
の１つ分の数
を求めるとき
は、除法の式に
表せばよいこ
とを理解する。
【知】 

朝：乗法の場
面での「１つ
分」「いくつ
分」「全体」
の意味理解 

一
人
分
は
何
こ 

２  等分除の場面
で、操作や図を式
で表す活動を通し
て、乗法で表すこ
とができることに
気づき、除法の答
えは乗法九九を用
いて求められるこ
とを理解する。 

・乗法九九が計
算できること。 
・等分除の場面
で立式できる
こと。 
・等分除の場面
をおはじきを
用いて表すこ
と。 

B 

問：チョコレートが１８こあります。６人
で同じ数ずつ分けると、１人分は何こにな
るでしょう。 
 
 
１ １８÷６の答えの求め方を考える。 
２ 減法と乗法九九のどちらが簡単か話し
合う。 

３ １８÷６の答えは６の段の九九で見つ
けられることをまとめる。 

４ P６８のりんご問題、鉛筆問題を解く。 

乗法九九を用
いて等分除の
答えを求める
ことができる
【技】 

朝：乗法九九
（プリント）
家：乗法九九
１回適用の
除法（ドリ
ル） 

３ 

 

 操作活動を通し
て、等分除と包含
除の分け方の違い
に気づき、包含除
の場合でも除法を
用いることができ
ることを理解す
る。 

・等分除の場面
でのおはじき
操作のしかた。 
・除法の場面で
の「１つ分」「い
くつ分」「全部」
の意味。 A 

問：いちごが１２こあります。１人に３こ
ずつ分けると、何人に分けられるでしょう。 
 
 
 
１ おはじきを操作したり図に表したりし

て、何人分になるかを見つける方法を考
える。 

２ 等分除の場合と操作のしかたが違うこ
とに気づく。 

３ 包含除の場面も除法の式に表してよい
ことを知る。 

４ P７０のりんご問題を解く。 

等分除と包含
除の分け方の
違いに気づき、
包含除の場合
でも除法を用
いることがで
きることを理
解する。【考】

朝：等分除の
場面の復習
（おはじき
操作） 

４  包含除の場面で
も、操作や図を式
で表す活動を通し
て、答えは乗法九
九を用いて求めら
れることに気づ
き、除法の計算が
できる。 

・乗法九九が計
算できること。 
・包含除の場面
で立式できる
こと。 
・包含除の場面
をおはじきを
用いて表すこ
と。 

B 

問：クッキーが２０こあります。１人に４
こずつ分けると、何人に分けられるでしょ
う。 
 
 
 
１ ２０÷４の答えの求め方を考える。 
２ ４の段の九九で答えを見つけられるこ
とをまとめる。 

３ P７１のりんご問題、鉛筆問題を解く。 

乗法九九を用
いて包含除の
答えを求める
ことができる。
【技】 

家：乗法九九
（プリント）
家：乗法九九
１回適用の
除法（ドリ
ル） 

何
人
に
分
け
ら
れ
る 

５  具体的な場面の
考察を通して、等
分除、包含除の操
作や図の違いに気
づき、乗法との関
係について理解す
ることができる。 

・等分除、包含
除の場面で立
式すること。 
・図から乗法の
式をつくるこ
と。 
・除法や乗法の
場面での「１つ
分」「いくつ分」
の意味。 

A 

問：８÷２＝４の式になるお話を、下のよ
うにつくりました。２つのお話を、かけ算
の式に表してくらべましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
１ ２つの話を比べ、異なる点について考
える。 

２ 等分除と包含除では、求める数が「１
つ分」と「いくつ分」と違っていること
をまとめる。 

３ P７２の鉛筆問題を解く。 

等分除、包含除
を既習の乗法
をもとに考え
ることができ
る。【関・考】

朝：等分除、
包含除の場
面の復習（お
はじき操作）８このパンを１

人に２こずつ分
けると、４人に分
けられます。 

８このパンを２人
で同じ数ずつ分け
ると、１人分は４
こになります。 

１人分は何こになるか考えよう。

何人分に分けられるかを見つける方法
を考えよう。

何人に分けられるかを計算で見つけよ
う。 

２つの話のちがうところを見つけよう。

同じ数ずつ分けよう。



０
や
１
の
わ
り
算 

６  ０をわったり、
１でわったりする
計算で、具体的な
場面での考察を通
して、既習の除法
と同様に考えられ
ることに気づき、
正しく計算するこ
とができる。 

・等分除の場面
で立式するこ
と。 

Ａ

問：箱に入っているケーキを、３人で同じ
数ずつ分けます。１人分の数を求める式を
書きましょう。 
１ ケーキが６個、３個のときの１人分の
ケーキの数を計算する。 

 
 
２ ケーキが０個のときの１人分のケーキ
の数を考える。 

３ ０をわったときは答えは０になること
をまとめる。 

４ P７３のりんご問題、鉛筆問題を解く。 

具体的な場面
で、被除数が０
の場合や除数
が１の場合な
どを既習の除
法と同じよう
に考えること
が で き る 。
【関・考】 

家：０の乗法
（ドリル） 

倍
と
わ
り
算 

７  ある数がもとに
する大きさの何倍
になっているかを
求めるとき、除法
が用いられること
を理解する。 

・「１つ分×い
くつ分＝全部」
という言葉の
式をもとに立
式すること。 
・３×□＝１８
から□＝１８
÷３と立式す
ること。 

B 

問：１８ｍのリボンは、３ｍのリボンの何
倍の長さでしょう。 
 
 
１ 図をもとにして、何倍になるかを考え
る。 

２ 減法、除法の考え方を取り上げ、どち
らが簡単か話し合う。 

３ 何倍かを求めるときにも除法を用いる
ことができることをまとめる。 

４ P７４の鉛筆問題を解く。 

何倍かを求め
るときに除法
が用いられる
ことが分かる。
【知】 

朝：２０÷４
の答えが、４
×□＝２０
の□にあて
はまる数で
あることの
復習（プリン
ト） 

練
習 

８  基本的な学習内
容に習熟し、それ
を活用する。 

・乗法九九１回
適用の除法、０
や１の除法を
解くこと。 
・等分除、包含
除、倍の場面で
立式すること。 

B 

 
 
１ P７５の問題を解く。 
２ 補充問題を解く。 

乗法九九１回
適用の除法の
計算ができ、そ
れを用いて問
題を解決する
ことができる。
【技】 

家：乗法九九
１回適用の
除法の復習
（ドリル） 

９  何十÷１位数の
十の位がわりきれ
る場合で、数え玉
の操作活動を通し
て、１０を単位と
してみれば乗法九
九で計算できるこ
とに気づき、計算
することができ
る。 

・数え玉を使
い、何十を⑩の
いくつ分と考
えること。 
・等分除の場面
で立式するこ
と。 

A 

問：６０まいのおり紙を３人で同じ数ずつ
分けます。１人分は何まいになるでしょう。 
 
 
１ ６０÷３の計算のしかたを、数え玉を

使って考える。 
２ ⑩のいくつ分と考えれば、既習の除法、
乗法九九で計算できることをまとめる。 

３ P７７の鉛筆問題を解く。 

何十÷１位数
の計算は、１０
を単位として
みれば乗法九
九を用いて計
算できること
に気づく。【考】

朝：等分除の
場面での立
式（プリン
ト） 

答
え
が
２
け
た
に
な
る
わ
り
算 

１０

本 

時 

 ２位数÷１位数
の各位がわり切れ
る場合で、数え玉
の操作活動を通し
て、被除数を位ご
とに分ければ各位
が乗法九九適用に
よって解けること
に気づくことがで
きる。 

・数え玉を使
い、被除数の何
十を⑩のいく
つ分と考えて
わり算の答え
を求めること。 A 

問：６３まいのおり紙を３人で同じ数ずつ
分けます。１人分は何まいになるでしょう。 
 
 
１ ６３÷３の計算のしかたを、数え玉や

式を使って考える。 
２ ６３を位ごとに分けて計算すれば既習
の除法で計算できることをまとめる。 

３ P７８の鉛筆問題を解く。 

２位数÷１位
数で各位がわ
り切れる場合
の計算は、位ご
とに分けて、既
習の何十÷１
位数や乗法九
九１回適用の
乗法をもとに
すればよいこ
とに気づく。
【考】 

朝：２位数×
１位数で、被
乗数を位ご
とに分けて
計算する練
習（プリン
ト） 

き
ほ
ん
の
た
し
か
め

１１  基本的な学習内
容を理解している
か確認する。 

 

B 

 
 
 
１ P７９の問題を解く。 
 
２ 補充問題を解く。 
 

除法の意味や
答えの見つけ
方を理解して
いる。【知】 

家：単元のま
とめの復習
（ドリル） 

０をわる計算の答えをもとめよう。

何倍かをもとめるときの計算を考えよう。 

いろいろな問題にちょうせんしよう。

６０÷３の計算のしかたを考えよう。

６３÷３の計算のしかたを考えよう。

いろいろな問題にちょうせんしよう。

 



５ 本時のねらい 
２位数÷１位数の各位がわり切れる場合で、数え玉の操作活動を通して、被除数を位ごとに分ければ各位が乗法九九適用によって解けることに気づくことができる。 

６ 本時の展開 
 

教師の働きかけ 学習活動 
・指導の留意点 ◎評価規準（評価方法） 
☆人権同和教育の観点 

つ
か
む 

 
 

見
通
す 

 
 
 
 
 
 
 

考
え
る 

深
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る 

１ 本時の問題を提示する。 
・どんな式になるかな。 
・昨日の問題とはどこが違うのかな。 
 
 
 
 
 
２ 本時の課題を提示する。 
 
 
３ 数え玉によって考えづくりをさせる。 
・数え玉を使って考えてみましょう。動かし方

を話しながら考えてみよう。 
 
 
４ ６３÷３の答えの見つけ方を数え玉や図、

式で説明させる。 
（ペア→全体交流） 
・数え玉では、最初に何を動かしたかな。次に

何を動かしたかな。 
・数え玉の⑩だけを見ると、どんな計算をして

いるかな。①はどうかな。 
・２位数×１位数のかけ算でも位ごとに分けて

計算したね。今日のわり算はどうかな。 
 
 
５ 位ごとに分ければ計算できることを確認

する問題を解く。 
・８６÷２を位ごとに分けて計算してみよう。 
 
６ まとめをする。 
 
７ 練習問題（P７８鉛筆２、３） 
・数え玉やフォーク図を使ってやってみよう。

数え玉を使った人は、証拠の式も書きましょ

う。 

 
 
・１つ分を求める計算だからわり算だな。 
・同じ数ずつ分けるからわり算だな。 
・全体 ÷ いくつ分 ＝ １つ分 で式は６３÷３になる。 
・昨日は一の位が０だったけど、今日は０ではない。 
・数え玉を使えばできそうだな。 
・フォーク図が使えそうかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・数え玉は、⑩を動かしてから①を動かしたよ。⑩と①を別々に考えて動かしたよ。 
・数え玉は、⑩が６÷３で、①が３÷３をしているよ。６０÷３と３÷３になるよ。 
・数え玉でもフォーク図でも、位ごとに分けて考えているよ。 
 
・８６÷２も位ごとに分けたら計算できたよ。 
 
 
 
 
・練習問題に取り組む。 

・等分除であることを確認し、言葉の式に
よって立式させる。 

・掲示を利用して２位数×１位数の場面で
の解き方を想起させ、「数え玉やフォー
ク図を使えば解けそうだ」という見通し
をもたせる。 

・最初は全員に数え玉の操作をさせる。 
・操作や図で表したことは、手順を話しな

がら説明するようにさせる。 
・数え玉と３人の絵があるプリントを提示

し、「６３を３人が同じ数ずつになるよ
うに分けてみよう。」と助言して、教師
と一緒に操作をさせる。（Ｃ児への働き
かけ） 

・位ごとに分けたことの確認が早くできた
児童には、「どんな図に表せそうかな。」
と助言し、フォーク図へと目を向けさせ
る。さらに、位ごとに分けたことをより
分かりやすくするために、さくらんぼ図
を加えるとよいことを助言する。（Ｂ児
への働きかけ） 

 
 
 
 
 
☆ペア交流の中で、相手の説明に対して、
感想やアドバイスなどの反応ができる
姿を価値づけていくことで、一人一人を
尊重する意識を育てる。【自己啓発力】 

 
 
 
・数え玉もフォーク図も、位ごとに分けて

考え計算していることを確認し、２位数
×１位数の場面と同様であることをお
さえる。 

 
・２位数÷１位数は、位ごとに分けて解く

とよいことを確認するために問題を解
く。 

 
 
 
・数え玉を使って解いた児童には、⑩の式

と①の式を書かせる。 
・フォーク図にはさくらんぼ図も加え、そ

れぞれが数え玉のどこに対応するのか
を確かめさせる。 

６３まいのおり紙を３人で同じ数ずつ分けます。１人分は何まいになるでしょう。 

６３÷３は、位ごとに分けて計算すればよい。 

６３÷３の計算のしかたを考えよう。 

数え玉で考えてみよう。                 ⑩と①に分けて考える。 

まず６個の⑩を３つに分ける。

次に３個の①を３つに分ける。

１つ分は⑩が２個と 

①が１個なので、２１になる。

◎２位数÷１位数の各位がわり切れる
場面では、被除数を位ごとに分けて計算
すればよいことに気づく。【数学的な考
え方】（活動の様子、ノート） 

フォーク図で考えてみよう。            ６３を６０と３に分ける。 

                         

     

６０÷３＝２０（前時から） 
６３÷３             ２１     ３÷３＝ １ 
                       ２０＋１＝２１ 

６０÷３＝２０

３÷３＝ １
だから６３÷３＝２１ 

６０  ３
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